



































(1) a コレ ホレ アレ ドレ にれ それ あれ どれ)
b コイヅホイヅアイヅ ドイヅ (こいっそいつ あいつ どいつ)
















































式がどのような頻度をもって談話のなかに現れるかを確認する(第 3 節)。続いて第 4 節お











コレ・コリャの各 1 例は次のようなもので、対訳によれば、 (4) の例は指示代名調として
使われている可能性もある九
(4) ホシテボゴナスデ回サンナネナヨナエ
(そして唐竿で ζむ.を. しなければならないのよね: 97)。
(5) ヒヤグエンサヅナテ コダエーネウヅアンナダ I~)) -\"1ナテ
(百円札なんて こんなにも ねうち〔が〕 あるんだこれはなんて: 73) 
一方、ホ系・ア系の形式は使用頻度が比較的高い。特にホレについてそれが顕著である。
またその用法も、談話マーカであることが多い。

























































































強をはじめること J r電車が来る前に子供がトイレに行くこと j であり、この期待に沿った
事態が生起しなかったという点で、例外となるものではない。
(e) 命令文とは共起しない。




























































(雪〔が〕降ると ~hだし百姓衆達〔は〕藁仕事だよな男でも女でも: 19) 
(38) アエヅ白ダベナベアロエスッサゲホレ。
(あれはあれだろう鍋洗い〔を〕 するからほら: 29) 
(知)フミヨツサエンナモモヌギダテ回コツツノホシカゲノホナエ




























エダンダベ 17 vþ ンゴガンナグ ナタナ。ンダハゲ、 アベハー アベハーテ
ユタンダベ 171/ ﾞ  
(ばたりと こんなに倒れたあれじゃなくてほら 自分が気付いたんだ






































(51) (スブヌゲデナェ)。ホノママキッド 179-\'"ヨアガグナテ ミンツア
ツケネドアノ ミゴノ スンブデヨ アガグナンナヨネハ。
(渋〔を〕 抜いてなそのままで着るとあれ赤く なって水に浸けな
いと あの藁しべの渋でよ赤く なるのよなあ: 27) 
(52) シェンニホリャ ミナクサヤネダケハゲテオランダモアギースゴド
スマウド 19 "Y I ノーカリジヤ (エッタヅー}o (c (ノサリガー))
ンーヨ}ス区Eヨ (c ンー)
(昔はほらみんな草屋根だったから俺たちも秋〔に〕 住事〔を〕 終
えると あれ萱野刈りには行ったなあ。 (c 萱野刈りか) ん一葦をほ
































$ 本稿は、平成 1 3年度科学研究費補助金(基盤研究 (B) (2) 、研究課題番号 10410097) r文法体
系のバリエーションに関する対照方言学的研究J (研究代表者 大西拓一郎)によるものである。



















アリャの意味の対立は、文末調ハの有無の違いには還元できない場合がある (5. l.l、 5.2)
ということもあり、なお検討が必要である。
3) ホレハ ([horehaJ と発音する)・ホレァと文字化された形式を含む。
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山形市方言の談話マーカ「ホレ・ホリャ;アレ・アリャ j
4) 例 (5) の「コリヤ J の対訳にも指示代名調「これJ+取り立て助調「はj が与えられ
ているが、筆者の内省では、むしろ談話マーカとして解釈するほうが自然である。
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